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ま え が き

障害者職業総合センターでは、平成３年の設立以来、「障害者の雇用の促進等に関する法律」に基づ

き、わが国における職業リハビリテーション・サービス機関の中核として、職業リハビリテーションに

関する調査研究をはじめとして、さまざまな業務に取り組んでいます。

この報告書は当センターの研究部門が実施した「軽度発達障害者の作業遂行を支援するプログラムの

開発に関する研究」の結果を取りまとめたものです。ここでは、まず、ワーク・チャレンジ・プログラ

ム（試案）を構成するにあたり、職場のルール（基礎編）に関する検討を行い、規則やワークシートを

作成しました。そのうえで、ワーク・チャレンジ・プログラムを実施した結果をまとめました。

ワーク・チャレンジ・プログラム（試案）は、軽度発達障害者の職業上の課題への対応を目的として、

特に職場の基本的なルールに関する知識・理解の獲得並びに行動化（場面に応じて、知識を行動として

適切に表現すること）にお ける課題の把握を中心として作成されました。このプログラムは、職場の

基本的なルールに関して明示的に示すだけでなく、誤った理解をしている対象者の背景にある考え方な

どについて検討するためのワークシート、学習された知識の行動化を確認するための作業遂行等によっ

発達障害のある方々の就労支援の場面で別冊の教材集とともにご活用ください。て構成されています。

この研究を進めるに際しては、調査にご協力くださったみなさまをはじめ、いろいろな方から多大な

ご協力を賜りました。ここに深く感謝申し上げます。

この報告書がたくさんの関係者の方々に活用され、わが国における職業リハビリテーションをさらに

前進させるための一助になれば幸いです。
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